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はじめに

1988年12月に第29回万国地質学会議(IGC)の組

織委員会が準備委員会を引き継いで開設され,その

事務局を地質調査所で引き受けてくれないかとの要

請があり,時の井上英二所長が地質調査所の研究者

に協力を要請すると同時に所議にその設置を諮っ

た.

事務局に,私がチｰフ,有田正史,遠藤祐二,小

玉喜三郎の3氏がスタッフとたる要請をうけたが,

4人で事務局の仕事を行うことにたったのは,数ヶ

月にわたる討議に揺れた後であった.

地質調査所の研究者の中には学会の役職に就き,

その中心となって活動している多くの人六がいるが,

IGCの事務局となると,そのスケｰルの大きさか

ら話は別のものとなる.これは大学等の研究者にと

っても同様である.IGCの各小委員会を担当した

大学の地質学教室は,少ないスタッフの中で,研究

活動も含めて大いなる犠牲を払って会議の準備に取

り組んだ.

ここに1989年6月に第29回IGC事務局が地質調

査所に開設されてから,現在までの事務局の仕事を

紹介し,もって今後の国際会議開催の参考にでもな

れば幸甚である.なお,事務局は組織委員会の解散

を待って,1993年9月に閉じる予定である.

初期(蝿8翁年)の事務局

本会議の開催まで3年有余の期間しかないこと

から準備体制のタイムスケｰルを作り,佐藤正組織

委員長等と相談しながら組織作りから開始した.同

時に事務局の仕事を上記3氏と討議し,当面以下

の仕事を行うことにした.

1.IGC関連の各種委員会の連絡･調整とその一

部の運営

2.国内外の連絡及びその窓口

3.サｰキュラｰの編集と発行

4.ニュｰスレタｰの発行

5.事務局の会計業務

以上の仕事を行うために地質調査所に事務局室の

設置をお願いし,そこに必要最小隈のレンタル備

品,消耗品を備える必要があった.

さて,最初に困ったのが事務局の運営費である.

地質調査所の所長,元所長,組織委員会幹部の万カ

から浄金をお借りして運営することになった.また

必然的に地質調査所に有形,無形のお願いをするこ

とにもなった.

ここに準備に関係された多くの方々に厚く御礼申

し上げる.

1989年7月に米国ワシントンで第28回IGCが開

催された.その折に地質調査所が出展した科学展示

ブｰスの一部を借りて第29回IGCブｰスを設け,

西村進氏と私とでアンケｰト用紙と京都市からいた

だいた観光案内を配ったりして京都への参加を呼び

かけた.次回IGCが日本で開催されることから多

くの日本の研究者がワシントンのIGCに参加した

が,そのなかに国立京都国際会館のスタッフの方も

参加してIGCの実際を調べられた.

私も会期前にワシントンに行き,B.Hanshaw事'

務総長に付き,本会議の運営を見聞させてもらっ

た.たまたま別の会議で本会議前の3月にワシン

トンを訪れた時に1目レストソのUSGSを訪れ,

準備状況の話を伺っていたが,本会議の実際を知る

ためになるべく早期にワシントン入りするように要

請されていた.本会議前日の組織委員会にも出席さ

せていただき,多くのことを見聞させていただい

た.これは日本での開催準備に大いに役立った.

ワシントンでのIGCで日本開催が正式に決定し,
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毎月記事を掲載し,広報につとめた.これは主に小

玉喜三郎氏,後に佐藤興平氏が担当した.

写真1ファｰスト･サｰキュラｰの表紙.有田正史･

斎藤一朗氏製作.過去のIGCではサｰキュラｰ

の表紙は3部とも同一であったが,今回はじめ

て変えた.

それ以降活発な準備活動が始まった.事務局では

IGCの国内組織の運営規約原案を作成,地学関係,

学協会へ協賛を呼びかけ,ニュｰスレタｰ掲載の依

頼等を行った.少ない事務局スタッフで実施するた

め外廻りは佐藤委員長と私とで行なった.

会場となる国際会館,コソベソション会社,旅行

合杜等の受け持ち分担の相談,組織委員会の準備,

募金関係の準備会と会議が続いたが,10月初旬に

地質調査所に事務局室が開設され,銀行口座も開か

れ,佐藤正委員長の要請に答えて各小委員会の委員

長等も徐々に引き受けていただいた.同時に学術会

議をはじめ主だった学会への主催の依頼,協賛団体

の依頼も開始された.1989年12月の組織委員会で

は石原舜三所長(当時)が事務総長となることが決定

し,事務局の運営体制も少しずつ固まっていった.

事務局の仕事の進捗状況については,関係学会に

定期的にニュｰスを流すほか,r地質ニュｰス｣誌

上に｢IGC事務局ニュｰス｣の欄を設けて,ぽぽ

サｰキュラｰの発行

サｰキュラｰには会議の概要が盛り込まれること

から,その原稿には各小委員会での決定事項が記載

されねばならない.短期問にこれらを準備するため

に事務局のみならず各小委員会とも大変な苦労をし

た.サｰキュラｰの発行に関して石油技術協会誌

(vo1.58.1993)にも紹介している.かなりの部分が

重複するが,ここでも一応紹介してみよう.

1)ファｰスト･サｰキュラｰ

1989年10月にファｰスト･サｰキュラｰの発行

準備にとりかかり,事務局は多忙をきわめたが,科

学プログラム,巡検といった小委員会でも,ファｰ

スト･サｰキュラｰにそれぞれの基本的骨格と最大

限予定される事項を盛り込まねばならず,各小委員

会の忙しい仕事の始まりでもあった.1990年1月

の第5回組織委員会で原稿の承認を受け,印刷に

付した.なお,英文のチェックは以降のサｰキュラ

ｰも含めて,全て事務局のジェフ･ヘディングエス

ト氏によってたされた.

事務局の運営費用の他にファｰスト･サｰキュラ

ｰの発行･発送の経費が必要であった.国立京都国

際会館が貸出の限度額を超える500万円を貸付けて

下さった.その他に地質学会の有志の拠金,準備委

員会からの引継等の基金があり,これらが印刷,発

送費となった.

4万部のファｰスト･サｰキュラｰを印刷,国内

版として1万2千部には日本語の要約もつげた.

1990年4月～5月にこれらを全世界に発送したが,

発送先のリストは地質調査所の文献交換リストと

USGS発行の世界の地質関係機関リストに加えて

第28回IGC参加者リストを第28回IGC事務総長の

B.Hanshaw氏からもらいうげて作り上げた.

サｰキュラｰの発送が済み,後は同封されたアン

ケｰトの回答待ちである.ファｰスト･サｰキュラ

ｰのアンケｰトの締切が7月15目までと,短期問

であったが,合計4,561通の返事が寄せられた.締

切り後も返事が寄せられたが,これはセカンド･サ

ｰキュラｰ送付の要請と解される.過去のIGCで

は,このアンケｰトの返事の8割位の人数が総参

地質ニュｰス463号�
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写真2セカンド･サｰキュラｰの表紙.石原舜三氏製

作.

建騒薫藪鯉趣礒鰹灘繊

写真3サｰド･サｰキュラｰの表紙.岡部賢二･石原

舜三氏製作.

加者になるとの統計数値があるが,その割合では

3,600名位の参加とたるわげである.しかしながら,

短期問であったことと,配布期問に限度があったこ

とから,それ以上の参加が見込まれ,科学プログラ

ムとの関連からも,事務局の判断としては,3,700-

4,700人,最も大きな可能性は,4,200人とした.こ

九は実際の参加者とほぼ同じ結果となった.

2)セカンド･サｰキュラｰとサｰド･サｰキ

ュラｰ

1990年も後半になるとアンケｰト結果に基づい

たセカンド･サｰキュラｰの編集準備である.ここ

には最終案が盛り込まれ,これを基にして各参加者

が申し込む.次に発行するサｰド･サｰキュラｰ

は,セカンド･サｰキュラｰの補足とシンポジウム

の日程を盛り込み,会議直前に発送される.最終案

の作成に最も忙しい時期とたった.事務局でも最終

案の作成と同時に各小委員会の最終案の調整とその

手伝いといった作業が続いた.1990年末までに最

終案の原案が作られ,1991年六頭の組織委員会に

1993年3月号

それが提案された.科学プログラムは久城育夫委員

長が原案を持って2月初めのIGCP年次総会に出

席し,最後の調整を待って最終案が2月下旬につ

くられた.なお,佐藤正組織委員長は原案を1月

下旬のIUGS執行委員会で提示し,了解を得てい

る.

1990年3月にセカンド･サｰキュラｰを印刷し,

4月に発送を開始した.一部学術会議に国外への発一

送を頼み,西ヨｰロッパと北米大陸はそれぞれステ

ｰタスUKとJ冊インタｰナショナルヘ目本航空

から無料で送ってもらい,そこから郵送していただ

いた.そろそろ資金も底をつき,印刷費の支払いは

お願いして半年待ってもらうことにした.

セカンド･サｰキュラｰは2万部印刷され,フ

ァｰスト･サｰキュラｰのアンケｰトの回答者,コ

ソビナｰ,講演依頼者,各国の主だった機関等に,

総数1万8千部配布されている.セカンド･サｰ

キュラｰには会議参加,講演,巡検,宿泊,ジオホ

スト等の申し込み用紙が入っていた.�



一18一

本座栄

名誉総裁

会長

'特別顧問副会長

顧間会議

関連学会長

関連学長

関連官庁代表者

(関連傘業団体代表着)

募金委員会

組織委員会

(最高議決機関)

饗欝､(譲麗立案'調整)

｡副委員長:事務総長

｡委員:各小委員長,財務局長,事務局長

小委員会

｡科学プ回グラム

｡巡検

｡会場

｡社交プログラム

回展示

｡哩版

｡ジオホスト

事務局:地質調査所財務局

写真4京都会場のインフォメｰションデスクでの竹内

圭史氏.

公認会計士

登録

アイシｰエス企画

(Intem.Com.工nc｡)

本会議の運営

京都国際会議場

巡検

目本交通分社

�呂�

第1図第29回IGC組織図

1992年4月にサｰド･サｰキュラｰが1万2千

部印刷され,5月に参加申し込み者と主だった研究

機関に配布された.

準備の中間段階(蝿⑨⑪年一且⑨班年)の事務局

1990年前半はファｰスト･サｰキュラｰの発行

と郵送が主体となったが,その間にJTB,JAL,

ICSといった工一ジェソトとの打ち合わせ,日本地

質学会年次大会でのIGCシンポジウム開催,地学

関係学協会への協賛の要請,大蔵省,東京都への協

力要請といった作業が続いた.また海外の国際学会

を含めた各学会の年会でのサｰキュラｰの配布と参

加要請も行われた.

1990年後半になると募金関係等の関連もあり,

詳細な予算案の作成に入った.IGCでは懸案事項

の最終決定権は組織委員会にある(第1図).組織

委員会へ提出する案件は各小委員会委員長と執行部

で構成される執行委員会で審議される.しかしなが

ら小委員会の委員長方も予算を執行する立場にあ

り,対立する利害には,その調整が必要であった.

このような事情から調整は組織委員長をはじめとす

る執行幹部の仕事であった.その執行幹部で作成す

る予算案は表向きの印刷Lた予算案とは幾分異な

り,一項目毎に厳密な討議の入ったものであった.

まず,参加人数を予想し,4,000人が参加すると考

え,予算案は最悪の事態を想定して,3,OOO人で立

案することにした1事務局といえども一部資金を使

用する立場にあり,例えほ事務局で立案したサｰキ

ュラｰ等の印刷費にも厳しいチェックが入った.

1990年11月に第28回IGCワシントンを開催した

USGSの彊.Hanshaw事務総長が筑波と京都を訪

問し,印刷したばかりのGenera1Proceedingsを持

ってこられた.これを参考にしてIGC開催のノウ

ハウを伺い,大いに参考にさせていただいた.

1991年前半はセソカド･サｰキュラｰの編集と

印刷,発送といった作業が主体となったが,それに

盛り込む種々の懸案事項の調整,決定のための作業

が続いた.

1991年後半はセカンド･サｰキュラｰに盛り込

まれた参加者登録,アブストラクトの締切り等にあ

たり,連日返送される申込み書の整理に追われた.

また,石原事務総長によるEpisode原稿の依頼,

学術会議組織委員会の開催,関連省庁への後援依頼

等がなされた.12月に入ると外務省,法務省での

受入体制に関する事情聴取を行い,いよいよ最終局

面を向かえようとしていた.

事務局と各小委員会

IGCは通常の国際会議に比べてはるかに規模が

大きく,多人数が参加することから,その準備と運

地質ニュｰス463号�
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写真5京都会場の事務局室1.左から佐藤正組織委員

長夫妻と仕事中の宇都浩三氏,それを見ている

本座.

写真6京都会場の事務局室2.左から西村進会場委員

長,学術会議田中英雄氏,本座,宮地真典氏.

営には多くの委員会を設けて,分担して作業にあた

る必要がある.今回のIGCでは,これらを小委員

会と呼び組織委員会のもとに組織されたが,これら

小委員会にも多くの人六が参加していた.例えば科

学プログラムと巡検の両小委員会にはそれぞれ数

100人の方々が参加している.

事務局が国内外の連絡の窓口とたったため,各小

委員会での討議になるべく参加し,そこでの決定事

項,懸案事項の相互の連絡と調整を行った.また,

一部の小委員会の仕事を事務局で分担した.

総計6,OOO通に近いアブストラクトが寄せられた

カミ,それらのコピｰをプログラム委員会に送り,原

紙は印刷用に事務局に置かれた.アブストラクトの

一部は事務局でタイプの打ち直しもされた.寄稿者

の希望セッションとコソビナｰ,プログラム委員会

写真7京都会場の事務局室3.左から仕事にくたびれ

た有田正史,倉沢一,宇都浩三の諸氏.

写真8事務局室4.てきぱき仕事をしている鈴木祐一

郎氏と佐藤洋子氏.

によるセッションの決定,参加者への確認証の送

付,それらのリスト作りといった作業が科学プログ

ラム小委員会と分担して行われた.これらの分担作

業は矢島淳吉,竹内圭史両氏を中心に行われ,お

2人とも著者名と題名を聞いただけで,いつごろど･

このセッションに寄畦られたものか記憶している

位,アブストラクトに精通するようになった.

巡検コｰスの内,JTBに旅行の手配を頼んでい

たコｰスも多数あり,JTBの窓口が東京にあった

ため巡検小委員会とJTBの間の連絡･調整も必要

であった.工一ジェソトが入ると幾分割高にたるこ

とから一部をコｰスリｰダｰが手配し,一部を

JTBにお願いするような希望も出されたりした.

IGCの事務局とは幾分離れるが,巡検小委員会

の諏訪兼位委員長から地質調査所に巡検ガイドブッ

クの編集･発行の要請があり,小川克郎所長が,そ

1993年3月号�
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第1表

第2⑨回亙GC組織委員会と事務局関連事項のタイムテｰブル

1988年(昭和63年)

12月準備委員会(飯山敏道委員長)解散

組織委員会(佐藤正委員長)開設

1989年(平成元年)

3月第1回組織委員会

第28回亙GC事務総長から本座事清聴取

4月地質調査所における事務局設置の討議

6月第2回組織委員会

地質調査所での事務局開設決定

本座栄一･有田正史･遠藤祐二･

小玉喜三郎事務局就任

7月第28回IGCワシントンD.C.開催

8月地学関連学協会への協賛の要請開始

工丁ジェソトに関する討議開始

9月第3回組織委員会

10月地質調査所内に事務局室開設,

筑波学園郵便局私書箱開設

日本学術会議共催候補内定

11月第1回運営委員会

(これ以降執行委員会に引き継ぎ)

12月委員長連絡会議(執行委員会準備会)

地学関連6学会の主催候補内定

1990年(平成2年)

1月第4回組織委員会

石原舜三事務総長就任

ジェフ･ヘデイソクエスト事務局就任

IUGS執行委員会(モスクワ)佐藤委員長出席

2月ファｰスト･サｰキュラｰ印刷

佐藤洋子氏事務局就任

3月目本学術会議の共同主催の候補決定

ファｰスト･サｰキュラｰ発送

4月日本地質学会年会で

IGCシンポジウム開催

倉沢一氏事務局就任

5-6月地学関連学笛会への協賛要請

7月アンケｰト締め切り

8月予算案の検討

9月参加者への配付物の検討

第1回執行委員会

10月第5回組織委員会

11月B.Hanshaw第28回IGC事務総長訪目

12月展示委員会

1991年(平成3年)

1月第3回執行委員会

第6回組織委員会

IUGS執行委員会(サンパウロ)佐藤委員長出席

日本学術会議の共同主催と閣議請議の

候補決定

2月セカンド･サｰキュラｰ印刷

4月セカンド･サｰキュラｰ発送

5月展示会申込書発送

6月閣議了解

財務管理規約案作成(財務局)

IUGS会長U.Cordani氏訪日

7月矢島淳吉･玉生茂子両氏事務局就任

EpisodeJapanIssueの原稿要請

8月第7回組織委員会

学術会議第1回組織委員会

9月記念切手発行決定

10月ジオホスト申込締め切り

(珊月末良童で延期)

関連省庁へ講演依頼書発送

展示委員会

ポスタｰ完成

第4回執行委員会

小玉喜三郎事務局退任,

佐藤興平･多恵朝子両氏事務局就任

11月ジオホスト選定委員会

ジオホスト第一次採否通知

12月竹内圭史･小笠原正継両氏事務局就任

アブストラクト申込締め切延期(1月末日)

ジオホスト侯補者決定と通知

外務省･法務省への事情聴取開始

1992年(平成4年)

1月皇太子殿下名誉総裁就任

アブストラクト申込締め切り

IUGS執行委員会(マルセイユ)佐藤委員長出席

2'月アブストラクト察否決定と通知

巡検コｰス最終案決定

3月事前登録申込締め切り

4月内藤一樹･宇都浩三･奥村晃史･斎藤真･

鈴木祐一郎･佃英吉･宮地良典･

富島俊子･久保紀子･小鳴和子各氏

事務局就任

記念切手デザイン検討(郵政省)

第8回組織委員会

4月サｰド･サｰキュラｰ印刷

5月発表セクシ暮ソ(合0,P)と日程通知

6月第§固執行委員会

記念切手デザイン決定

サｰド･サｰキュラｰ発送

プログラム･アブストラクト集･

巡検ガイドブック印刷

7月講演目程の最終通知

第9回組織委員会

記念切手発行告示(郵政省)

登録者名簿･宿泊者リスト印刷

参加者用配付物納品

8月プログラム,アブストラクト集,

巡検ガイドブック納品

巡検開始

配付物京都搬入･詰め込み作業

(同志壮大学)

登録開始(KIC1…[)

第10回組織委員会

学術会議第2回組織委員会

8-9月本会議･巡検

9月お礼まいり開始

10月第6回執行委員会

1993年(平成5年)

3月第7回執行委員会

第11回組織委員会

学術会議第3回組織委員会

4月ブロシｰデイソグ印刷

6月プロシｰデイソグ発送

地質ニュｰス463号�
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写真9展示ブｰスで,おみやげ品を売る左から多恵朝

子,富島俊子,有田正史,矢島淳吉氏夫人の皆

さん.

写真10地質調査所展示ブｰスの一部.

写真11お別れパｰティｰでのジェフ･ヘディングエス

ト氏.

写真12ロシア代表のN.Laver0Y氏から感謝の記念クリ

スタルを送られる本座.右端はN.Vogdanov氏.

れを受けて地質調査所内に加藤禎一氏を中心に数名

のスタッフと事務局勤務の秘書から成る巡検ガイド

ブック編集グルｰプが発足した.ここで全6巻の

ガイドブックが編集された.

出版小委員会の委員長に地質調査所の鈴木尉元資

料センタｰ長があだったことから事務局と共同で編

集･出版を担当し,ここに奥村晃史,鈴木祐一郎両

氏が従事した.奥村氏はプログラムボリウムの講演

リスト･インデックス作成から参加者リストの作

成,これらをもとにした会場での受付げ体制の検討

を会場小委員会の鳥居氏と行った.

科学展示会については委員長が東京と京都に分か

れていたことから事務局が窓口となり連絡･調整に

あたり,展示依頼書の作成,印刷,公的機関への展

示要請等を事務局で分担した.

本会議開催中に催されるサイエンス･シアタｰを

1993年3月号

事務局が分担し,国内外の映写希望の受付け,フィ

ルム借出しのお願い等を高橋雅紀氏が担当した.

これらの仕事は押し寄世る雑多な仕事と平行して

行われたものが多い.事務局スタッフとして多くの

研究者が従事したが,研究者としても有能な方六が･

中心とたって働いた.それぞれ普段の研究とそれに

係わる仕事で忙しい思いをしている方々であった.

それでも全体としては人手不足であったが,皆その

中を頑張って仕事をこなしてきた.

本会議直前(蝸鯛年)の事務局

本会議が近づくにつれて全ての準備した事項が集

約され,最も忙しい時期となった.なかでも国外の

参加者の来日の手続き,特に旧共産国からの参加者

のピザの取得は,人数が多いこともあり,多大の労�
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本座栄一

力を伴った.手続きとして最初に参加者からの参加

要望に基づき,招請状,理由書,身元保証書,日程

表を送り,当人が現地大使館に提出し,それが外務

省から事務局に照合され,逆の手順をたどって当人

にピザがおりるわげである.参加希望者と何回かの

やりとりが必要であり,これらを事務局の玉生茂子

宇都浩三･竹野直人3氏を中心として成し遂げ

た.旧ソ連邦と中国からの参加者はそれぞれ旧ソ連

邦地質研究連絡委員会のRus1anVorkov氏と中国

地質鉱山省のWangXiong1in氏が窓口とたってい

ただき,大いに助かった.ここに厚く御礼申し上げ

る.R.yo1kov氏は本会議参加時に事務局にこら

れ,玉生茂子氏と私の写真をとり,毎日のように

Te1exで連絡し,忙しい思いをさせた張本人を研究

所の3人の秘書嬢に紹介せねばならないと言って

いた.

その停かの案件も徐女に押し寄畦,1日に数10通

に達する郵便物,ファックスの処理に追われた.参

加する研究者の確認と京都でのJTBによる宿舎の

連絡,VIPの日程の連絡,出迎え体制,国外の

VIPの方々には,さらに加えて搭乗便の連絡,参

加者へ配布する印刷物と配布物の納品と京都への配

送の手続き等カミ開会直前にピｰクに達した.ここで

最も威力を発揮したのがファックスであった.ファ

ックス無しではこれらの連絡等はとうてい成し得た

かったと感じている.国外VIPの搭乗便は日本航

空㈱と全日空㈱にビジネスクラスの半額を負担して

いただいた.

各小委員会の活動も開会直前にピｰクに達し,委

員長,幹事をはじめとするスタッフの方刈ことって

も,大変た時期であった.京都の会場では開会の前

週に,同志壮大学で筑波から到着した配布物の詰め

こみ込み作業が始まった.京都の会場小委員会には

関西近縁の大学の多くの教官がスタッフどたり,会

期前後を含めたアルバイトの学生等は関西のみらな

ず,日本中から集まっていただき,その総数は約一

220人に達すると聞いている.会議前巡検も始ま

り,その他の準備も最終局面を迎えた.

のとおみやげがあるが,参加料が高いことから,あ

る程度の費用をかける必要があった.会議のプぽグ

ラム,アブストラクトは必需品であるが,その他に

石原事務総長の努力で編さんされたIUGS発行の

Episodeの日本の地質の特集号,募金協力者名簿,

観光案内,文鎮,扇子,手拭い,ステッカｰニルｰ

ぺ,露頭スケｰノレ,ノｰト,ボｰルペン,これらを

入れるバッグが配布された.また,200万分の1日

本地質図,地質絵葉書が地質調査所から寄贈され,

配布された.手ぬぐいには｢馬の耳に念仏｣,｢身か

ら出た錆(さび)｣,r地震雷火事親父｣のことわざに

英語の訳を添えてあった.浦辺徹郎チｰムの苦心の

作である.

その他に科学展示会場のIGCブｰスでは記念切

手セット,テレフォンカｰド,腕時計,計算機,タ

イ止め,タイピン,Tシャツ等が,一部配布物も

含めて販売された.

これらの配布物,販売品は1年前から主として

石原事務総長により準備され,その中でTシャツ

には雲仙の噴火がデザインされ,その売上は噴火被

災者への義援金とされた.

あとがき

本会議開催までの3年以上の事務局の仕事につ

いて述べたが,地質調査所の大多数の方々の支援の

もとに,多くの方々カミ事務局スタッフとして働い

た.膨大な仕事をこなしたのもこれらスタッフの努

力の結果と考えている.中にはおしかりを受けるよ

うなこともあったと思うが,この場をお借りして御

容赦をお願いしたい.

準備にあたった組織委員会以下多くのスタッフの

方冷,支援していただいた国内学協会,企業,団

体,官公庁の関係者に厚く御礼申し上げる.特に全

省をあげて支援していただいた通商産業省には深甚

の謝意を呈します.

H0NzAEiichi(1993):Headguaterso過｡eofthe29thIGC

会議参加者への配布物

会議参加者への配布物には,会議に直接必要なも
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